
 
 
 
 
 11 月 28 日に開催の臨時議会に、

職員給与等の改定が提案されます。 
民間同種の従業員給与との差額を是

正するものです。 
（改定内容） 
① 月例給 1,544 円（0.43％）引上げ 

② 期末・勤勉手当 0.15 月分引上げ 
③ その他、医師の初任給調整手当の引き

上げ等 
以上の内容の改定のために、一般会

計・特別会計・企業会計合わせて、

6 億 4391 万円の増額補正が提案さ

れています。 
 月例給・期末手当・勤勉手当の引

上げは 7年ぶりとなりますが、右記

のように消費税 8％への増税も 
あり、市職員給 
与の場合も実質 
賃金は減ってい 
ます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
実質賃金は、明らかに減少 

 内閣府の発表する GDP 速報値は、

4～6 月期に続き、7～9 月期もマイ

ナスとなり、2 期連続のマイナスで

す。消費税増税が家計を直撃してい

ることをはっきりと示しています。 
 厚生労働省が発表した「実質賃金

指数」を見ると、前年比で 4 月▲

3.8％・5 月▲3.9％・6 月▲3.8％と

なっており、実質賃金が上がらない

まま、増税で物価だけが上がり、増

税分がそのまま所得の減少になって

いるという結果を示しています。 
 冷え込んだ景気、増税不況を回復

するためにも、個人消費の拡大、国

民の所得を増やすことが必要です。 
 破たんが明確になった消費税増税

についても、10％への増税はきっぱ

りストップすべきです。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人事院勧告を踏まえた熊本市人事委員会勧告に基づく職員給与改定の提案 

増税で実質賃金は減少、景気立直しには所得増が必要 
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12月議会の日程が決まりました 

【日程】 
 12月 11日 開会（本会議）  
    12～18日 一般質問 
       19 日 委員会 
       24 日 予算決算委員会・締めくくり総括質疑 
    25日 最終日（本会議） 
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なすまどか議員が一般質問を行います 

  12月 12日（金）午後 2時より 

   市役所議会棟 5階本会議場 

＊どなたでも傍聴できます。ぜひおいでください。 
＊質問で取り上げてほしい問題があれば、お寄せください 
 
 
 

 
 
 

＊請願の締め切りは 
  11 日（木）午後 5時 
＊陳情の提出は、 

16 日（火）まで 
  趣旨説明は 19日（金） 

 

 

 

消費税 10％への増税は、先送りでなくストップを！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新市長は、小中学校へのエアコン設置を公約に掲げています。これは、多くの
子ども達、教職員の願いです。日本共産党は、繰り返し、小・中学校へのエアコ
ン設置を要望してきました。12月 11日からの 12月議会では、那須円議員が、
一般質問に立ち、「エアコン設置の来年度予算化」を求めます。 
熊本市の小中学校の普通教室は、室内温度の環境基準未達成にも関わらず、エ

アコンは設置されていません。蒸し暑い夏、底冷えのする寒い冬、子どもたちが
のびのびと学習できる教育環境整備は、私たち大人の責任であり、政治の責任で
す。教育予算を増やすためにも、300億円を越す大型ハコ物・MICE施設のムダ遣
いを止めることが必要です。ご一緒にがんばりましょう！ 

普通教室は未設置のまま 

（下益城城南中は設置済） 

熊本市では、冬場のストーブ設
置は、２１年前の設置基準のまま、
小学３年生までです。夏場は、普
通教室にやっと国の緊急経済対策
予算を活用し、扇風機が設置され
ただけです。今年からやっと音楽
室と特別支援学級（１校１学級）
にエアコンが設置されました。 
文科省の補助を活用し、県内で

も、普通学級のエアコン設置が、
人吉市、菊池市、合志市、嘉島町、
菊陽町等で実現。宇土市では、来
年度は地元業者に受注してエアコ
ン設置が実現します。 
 

 新市長の公約 

【政令市の小・中普通教室へのエアコン設置状況】 

小・中学校全教室の「エアコン設置」予算化で 

子ども達に良い教育環境のプレゼントを！ 
 

～県内、政令市でもエアコン設置自治体が増加～ 
 熊本市の設置は保健室・図書室・音楽室・職員室・特別支援学級等 

 小学校 中学校 

実
施
済 

さいたま市、横浜市、

川崎市、京都市 

左記の自治体他 

名古屋市、 

大阪市、神戸市 

エ
ア
コ
ン
設
置
実
施
中( 

)

設
置
年
度 

  
 

 

 相模原市（19 年度） 

新潟市、岡山市 

名古屋市（15 年度） 

大阪市（14 年度～） 

堺市（14～15 年度） 

神戸市（15 年度） 

広島市（15 年度） 

北九州市（15 年度～） 

福岡市（17 年度） 

相模原市（19 年度） 

新潟市、岡山市 

堺市（15 年度） 

広島市（15 年度） 

北九州市（15 年度～） 

福岡市（17 年度） 

未
設
置 

熊本市、札幌市、仙台

市、千葉市、静岡市 

熊本市、札幌市、仙台

市、千葉市、静岡市 

 

12 月スタートの新市政、住民の声にしっかりと応えていくべき 
～ 市民アンケートに寄せられた「今後の市政に望むこと」 ～ 

・ハコモノ建設は反対！ 
・市長が交代するなら、桜町再開発はゼロから考え直すべき。 
・MICEは今からでも中止すべき。 
・ハコモノ建設を見直して必要最小限に抑え、その分福祉に力を入れる

市政にしてほしい。 
・ハコモノばかり税金を投入していいのか、もっと他に税金投入すべき。 
・税金の無駄遣いを減らす。 
・小学校給食の無料化をしてほしい。 
・子どもの医療費無料化の拡充と子どもの貧困対策を望みます。 
・認可外保育所の保育料が高いので補助してほしい。 
・出生率の向上に向けた対策を実施してほしい。 
・インフルエンザ予防接種への補助をしてほしい。 
・市営住宅を増やしてほしい。公営住宅の新規建設。 
・若い人が熊本で生活したいと思うような支援策を実施してほしい。 
・老後が不安です。若い人・子育て中の人も余裕がないように思う。 
・高齢者福祉の充実を願います。 
・上下水道料金の値下げをしてほしい。 
・市営駐輪場の無料化を実施してほしい。 
・バイクの駐車料金が高すぎる。 
・なんでも民営化するのでなく、重要なことは市でするべき。 
・憲法 9条を守り、常に市民生活に目を向けた政治を願っています。 
・見た目が派手な事業でなく、地味でも本当に必要なことをすべき。 
・市民の意見を十分聞いて市政を行ってほしい。 
・公務員倫理の徹底。 

＊様々な声が寄せられています。市政のムダをただし、暮

らし・福祉を充実してほしいという、市民の切実な声に

真摯に応える市政が求められます。 
 

 

 

 


